
朝ごはんを食べよう！ ★朝ごはんは元気のもと★
―毎月１９１９日は食育の日―

じゃがいもピザ
◉１人分のエネルギー　171kcal

親子親子CookingCooking
おやこ クッキング

〈材料4人分〉
じゃがいも･･･････････････････ 2 個
ソーセージ･･･････････････････ 3 本
ピザ用チーズ･････････････････ 40g
トマトケチャップ･････････ 大さじ 1
茹でたブロッコリー･･･････ お好みで
コーン（缶詰）････････････ 大さじ 2
塩･･･････････････････････････ 少々
コショウ･････････････････････ 少々
油･･･････････････････････ 小さじ 1

＜作り方＞
① ��皮をむいたじゃがいもを細切りにし、油をひいたフライパ

ンにまんべんなく並べ塩コショウを振る。

② �①の上にトマトケチャップを塗り、ピザ用チーズ、輪切り

にしたソーセージ、コーン、茹でたブロッコリーを並べる。

③ �ふたをして弱火で加熱する。

④ �全体に火が通ったら皿に取り出し四等分して完成。

♬じゃがいもは薄い輪切りにしたものでもおいしく作れます。
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一
首
目
、
坂
東
市
以
外
の
人
に
は
理
解
し
が
た
い
が
、
作
者
の
感
動
が
深
け
れ
ば
短
歌
は

地
方
版
で
良
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二
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目
、
法
師
戸
は
野
田
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つ
く
ば
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を
結
ぶ
通
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あ
る
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そ
こ
に
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の
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を
送
っ
て
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の
哀
楽
の
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が
偲
ば
れ
る
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台
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を
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り
お
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で
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平
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短
歌
は
叙
述
で
な
く
表
現
の
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が
大
切
。

最
後
の
二
首
は
こ
の
欄
の
常
連
で
あ
っ
た
ｋ
さ
ん
を
悼
む
歌
。
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。
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